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スマート農林水産業の展開について
【農業】

１ スマート農業の展開に関する考え⽅
２ これまでの取組と効果（技術開発→実証）
３ 主な課題と今後の⽅向
４ 今後の具体的な対応
（１）農業⽀援サービスの育成
（２）データによる農業経営⼒強化
（３）技術の進展に応じた規制への対応
（４）スマート農業の実現による課題解決
（５）みどりの⾷料システム戦略への貢献
５ スマート農業の社会実装への基本的な考え⽅
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 実証事業の１４８地区の中で、省力化等の効果が発現されるものの、スマート農業
の全国展開の中で、様々な課題が存在。

例えば、

・果樹、露地野菜等でのスマート農機の開発が遅れている。

・通信基盤整備において、農村地域の取りこぼしをしないことが重要。

・地域特産品のための地場機械メーカーによる技術開発が必要。

地方大学発のベンチャー企業等との技術開発が必要。

・様々な場面等で、データが駆動する農業システムを開発することが必要。

多種多様なソフト開発等が必要。

・農業高校、大学の農学部等でのスマート農業の教育の充実が必要。

生産現場でのＩＣＴ人材の育成が必要。

１ スマート農業の展開に関する考え方
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スマート農業推進総合パッケージを推進中



 新たな農業支援サービスを生み出すことが必要。

従来の農業関係分野からだけではなく、様々な分野からの参画を期待。

ビジネスモデルを生み出すことが必要。

 生産現場だけでなく、流通・加工・消費までのスマートサプライチェーンを構築するた
め、様々な分野からの参画を期待。

 スマート農業を核に地域の新産業を起こせる「人材・資金」の好循環システムを生み
出すことが必要。

 「技術力＋経営力＝技術経営力」を有した生産者を育成するため、多種多様な経営
管理ソフトの開発が必要。

 今後のスマート農業の技術開発は、地域レベルでの関係者の「知」を融合して地域
発イノベーションを促すことが必要。

１ スマート農業の展開に関する考え方
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スマート農業はイノベーション
イノベーションは、新しいサービスを生み出す
新しい社会・地域を生み出す



 個人個人が機械購入するのではなく、農業支援サービス事業体を生み出すことで、
市場を創出する。

 高齢農家等への低価格で簡単なスマート農機の開発が必要(破壊的イノベーション)。
 革新的な経営ソフト等の開発による市場創出を目指すことが必要。

★以上のことを実践するには、産学官に加えて、生産現場の「現」が一体となった産学
官現の連携が重要。

★中でも、様々な「知」を有している民間事業者との連携が必要。

★特に、農業は地域に根付いた産業であることから、地域の民間事業者との連携が極
めて重要。

★地域発イノベーションの創出が重要。

１ スマート農業の展開に関する考え方
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スマート農業の展開の加速化は、市場創出の加速化を図ることが必要















３ 主な課題と今後の方向①

（１）スマート農業技術の導⼊初期コストが⾼額

（２）農業データを営農のみならず、販売や資⾦調達など
農業経営に⽣かしきれていない

（３）技術の進展に応じた規制・制度の機動的な⾒直し
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（１）スマート農業技術の導⼊初期コストが⾼額
・ロボットトラクターの価格は、同様の⾺⼒のトラクターと⽐較し、約1.4倍の販売価格
・技術⾰新のサイクルが速く、機械を取得しても、すぐ陳腐化
・農業者を先端技術でサポートするスタートアップや⼤学発ベンチャーなどが出現

農機のシェアリングやデータ分析、作業代⾏等を⾏う農業⽀援サービスを育成

４ 今後の具体的な対応

【具体的対応】
①農業⽀援サービス創出に向けた異分野との連携や利⽤環境づくり
②スタートアップ等に対する、事業段階ごとのニーズに応じた多⾓的⽀援の枠組み
③新サービスの創出やサプライチェーン構築を⽬指す実証の推進
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（２）農業データを営農のみならず、販売や資⾦調達など農業経営に⽣か
しきれていない

・農業現場のICT化は、作業の記録や情報共有などで効果がある⼀⽅、それだけでは、⾼
付加価値化や所得向上への効果は限定的であり、流通・販売と連携した取組が必要

・データやサービスの相互連携がない、様々なデータが散在し、形式がバラバラである中、農
業データ連携基盤（WAGRI）を⽣かした事業者間での協調・連携の動きが限定的

データ連携を⾏うルールづくりとスマートフードチェーンの構築による農業経営⼒の強化

４ 今後の具体的な対応

【具体的対応】
①データに関する契約指針の策定・普及や、WAGRIのコンテンツ充実・強化
②データを農業⽣産のみならず流通・消費までつなぐスマートフードチェーンの構築
③農業機械から得られるデータの連携・共有に向けたオープンAPIの整備
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（３）技術の進展に応じた規制・制度の機動的な⾒直し
・ドローンによる農薬散布やち密な⽣育管理などで省⼒化や収量増加に期待が集まる中、
ドローンで使⽤可能な農薬の拡⼤、⾶⾏前に必要なシステムへの⼊⼒⼿続きの簡易化
等を進める必要

・ロボットトラクターや⼩型農業ロボットなど開発された技術の特性に着⽬して安全性を確
保する必要

事業者や農業者のニーズを踏まえ、関係府省とも連携して規制・制度の改⾰を推進

４ 今後の具体的な対応

【具体的対応】
①農業⽤ドローンの利活⽤推進に係る各種⼿続きの簡素化
②作業機を装着・けん引したトラクターの公道⾛⾏の実現
③⾃動⾛⾏トラクターの遠隔監視利⽤における安全性確保の指針の明確化
④⼩型農業ロボットの安全性確保の指針の明確化
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（５）「みどりの食料システム戦略」への貢献①

○スマート農業は、⽣産⼒向上と持続性を両⽴させる「みどりの⾷料システム戦略」の検討に当たり中⼼的役割を果たす
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スマート農業の社会実装への基本的な考え方

・作業の集約化、産地の育成
・「みどりの⾷料システム戦略」の中⼼的役割（⽣産性向上と持続性を両⽴）

○スマート農業はイノベーション。イノベーションは、新しいサービスを⽣み出す。新しい社会・地域を
⽣み出す。

○スマート農業機械は、単純な省⼒化のための機械ではない。データで駆動させる農業を実践する。
農作業への貢献ではなく、新たな農業経営を⽣み出すための機械である。

○農業経営の⾒える化。農業経営の「カイゼン」が誰でも可能となる。流通関係者、実需者等も
農業経営を確認でき、明確なサプライチェーンが構築でき、農作物の品質や価値も適正に評価
できる。

○スマート農業の実現が様々な課題の解決に貢献する。

○技術開発の進展に応じた規制・制度の機動的⾒直しのための点検・チェックを推進する。

・農業⽀援サービスの育成・⽀援
・スタートアップ・中⼩企業等異分野との連携

・データ契約のルールづくりや農業データ連携基盤（ＷＡＧＲＩ）の活⽤促進
・オープンＡＰＩの整備による農業データのポータビリティの確保

・スマートフードチェーンの構築




